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12. 小川文秀, 原 肇秀, 室井栄治,吉崎 歩, 佐藤伸一: Tight skin(TSK)マウスにおけるヒストン脱アセチル化酵素阻

害剤の効果.厚生労働科学研究費補助金：難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開

発」平成 20 年度～平成 22 年度総合研究報告書, p157-163, 2011 
13. 佐藤伸一, 吉崎 歩, 小川文秀, 簗場広一,吉崎麻子, 浅野善英: エダラボンは Tight skin(TSK)マウスおよびブレオ

マイシン（BLM)誘発強皮症マウスモデルにおける線維化と自己免疫異常を改善する.厚生労働科学研究費補助

金：難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 20 年度～平成 22 年度総合

研究報告書, p164-175, 2011 
14. 土屋尚之, 伊東郁恵, 川口鎮司,川﨑 綾, 長谷川 稔, 藤本 学, 竹原和彦, 佐藤伸一, 原 まさ子: 全身性強皮

症と interferon regulatory factor 5(IRF5)領域遺伝子多型の関連.厚生労働科学研究費補助金：難治性疾患克服研究事

業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 20 年度～平成 22 年度総合研究報告書, p211-218, 2011 
15. 長谷川 稔, 田中千洋, 濱口儒人, 藤本 学, 佐藤伸一, 竹原和彦: ブレオマイシン誘導性強皮症マウスモデルに

おける inducible costimulator （ICOS）、inducible costimulator ligand （ICOSL）の役割に関する検討.厚生労働科学

研究費補助金：難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 20 年度～平成

22 年度総合研究報告書, p219-227, 2011 
16. 宇谷厚志：総括研究報告 弾性線維性仮性黄色腫診断基準作成．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究

事業「弾性線維性仮性黄色腫診断基準作成」平成 22 年度総括分担研究報告書 pp1-21,2011 
17. 宇谷厚志，谷岡未樹：分担研究報告 弾性線維性仮性黄色腫診断基準作成：皮膚科領域．厚生労働科学研究費補

助金難治性疾患克服研究事業「弾性線維性仮性黄色腫診断基準作成」平成 22 年度総括分担研究報告書 
pp23-25,2011 
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 7 4 0 72 

社会活動 

氏名職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

宇谷厚志教授 油症対委員会委員 長崎県 

宇谷厚志教授 油症研究班班長 長崎県 

宇谷厚志教授 特定疾患対策協議会委員 長崎県 

宇谷厚志教授 理事 日本結合組織学会 

宇谷厚志教授 評議員 日本研究皮膚科学会 

宇谷厚志教授 評議員 日本皮膚悪性腫瘍学会 

宇谷厚志教授 評議員 日本乾癬学会 

清水和宏准教

授 
油症対策委員会委員 長崎県 

小川文秀講師 評議員 日本褥瘡学会 

小川文秀講師 九州地方会世話人 日本褥瘡学会 

 

競争的資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名職 資 金 提 供 元 代表分担 研 究 題 目 

宇谷厚志教授 厚生労働省 代表 難治性疾患克服研究事業 

弾性線維性仮性黄色腫の病態把握ならびに

診断基準作成 

宇谷厚志教授 厚生労働省 分担 食品の安全確保推進研究事業 

食品を介したダイオキシン類等の人体への

影響の把握とその治療法の開発等に関する

研究 

宇谷厚志教授 日本学術振興会   代表 挑戦的萌芽研究 

ケロイド細胞を用いたモデルマウスの作製 

竹中 基講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C）一般 

アトピー性皮膚炎の痒みの発生機序の解明

と新規治療法の開発 

小川文秀講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

全身性強皮症モデルマウスの皮膚硬化に対

するヒストン脱アセチル化酵素阻害剤の効

果 

小川文秀講師 日本学術振興会 分担 基盤研究（C）一般 

創傷治癒における、セレクチンとそのリガン

ドの関与 

原 肇秀助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 

免疫複合体病におけるユビキチン－プロテ

アソームシステムの役割の解析 

冨田 元助教 コスメトロジー研究振興財団 代表 創傷治癒における細胞外マトリックスの一

つであるバーシカンの関与、RNAi による検

討 
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その他 

非常勤講師 

氏名職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

清水和宏准教授 非常勤講師（皮膚科学） 県立シーボルト大学 

 非常勤講師（皮膚科学） 長崎医療技術専門学校 

 日本医師会生涯教育講座 長崎県医師会 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

竹中 基講師 「皮膚の日」に寄せて 

じんましん あれこれ 

長崎新聞 2011 年 

10 月 17 日

原因不明な症例が多い蕁麻疹の症状と、

治療法について解説 

小川文秀講師 「皮膚の日」に寄せて 

膠原病の皮膚病変 

長崎新聞 2011 年 

10 月 17 日

膠原病の皮膚病変による様々な症状を

解説し、早期発見、早期治療の重要性に

ついて啓発した 

 


